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米作り、
 はじめました。

主催／島根県立古代出雲歴史博物館、島根県古代文化センター
後援／朝日新聞松江総局、産経新聞社、日本経済新聞社松江支局、毎日新聞松江支局、読売新聞松江支局、
　　　中国新聞社、山陰中央新報社、島根日日新聞社、新日本海新聞社、共同通信社松江支局、
　　　時事通信社松江支局、NHK松江放送局、TSKさんいん中央テレビ、テレビ朝日松江支局、日本海テレビ、
　　　BSS山陰放送、エフエム山陰、出雲ケーブルビジョン、山陰ケーブルビジョン、ひらたCATV株式会社

開館時間／●9月17日～10月31日は午前9時～午後6時 
　　　　　●11月1日～11月14日は午前9時～午後5時
会期中の休館日／9月21日（火）、10月19日（火）

〒699-0701島根県出雲市大社町杵築東99-4
 TEL.0853-53-8600 https://www.izm.ed.jp

古代出雲歴史博物館古代出雲歴史博物館
出雲大社東隣り出雲大社東隣り

観覧料／一　般：企画展700円（560円）　常設展とのセット券1,010円（800円）
　　　　大学生：企画展400円（320円）　常設展とのセット券600円（480円）
　　　　小中高生：企画展200円（160円）　常設展とのセット券300円（240円）
※WEB限定前売り券については、ホームページをご覧ください。 ※（　）内は20名以上の団体観覧料です。 
※障がい者手帳または障がい者手帳アプリをお持ちの方はご提示ください。保持者及びその介助者1名は観覧無料になります。

イラスト：早川和子  画



※【個人情報の取り扱いについて】　この申し込みによって収集した個人情報は、島根県の規定に従って取り扱い、関連講座開催の目的にのみ利用するほかは、法令に定めがある場合を除
いて、第三者に提供することはありません。

※お知らせ：新型コロナウイルス感染症拡大防止のため入館にあたっては、マスクの着用、手指消毒、間隔をあけた観覧など感染防止対策を講じています。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

第1回 「弥生ライフのはじめ方 ―近畿の場合、そして山陰」
日時：9月18日（土） 10：00～11：30
講師：秋山 浩三 氏（大阪府立弥生文化博物館 副館長）

第2回 「発掘調査から描く九州弥生ライフ
　　　　　　　　～弥生時代の日韓交流と社会の変化～」
日時：10月9日（土） 10：00～11：30
講師：山崎 賴人 氏（小郡市教育委員会主査）

第3回 「米作りをはじめた頃の出雲と関門地域の交流」
日時：10月31日（日） 10：00～11：30
講師：田畑 直彦 氏（山口大学埋蔵文化財資料館 助教）

【関連講座共通】
会場：古代出雲歴史博物館 講義室　定員：60名　参加費：無料
《お申込み方法》
電話・FAX・ホームページのイベント参加フォーム（しまね電
子申請）のいずれかで事前にお申し込みください。
《お申し込み先》
TEL.0853-53-8600・FAX 0853-53-5350・https://www.izm.ed.jp

交通アクセス関連講座 関連イベント

弥生人もビックリ!?

「稲わらリース
づくり」
体験水田で育てた稲を
使ってオリジナルの
リースをつくります

【日時】11月6日（土）［第1回］10：00～11：00（受付 9：30～） 
　　　　　　　　　［第2回］14：00～15：00（受付 13：30～）
【会場】古代出雲歴史博物館 体験工房　定員：各回10名
【参加費】300円＋企画展観覧料もしくはパスポート
【対象年齢】小学生以上（6年生以下は保護者同伴）
【お申し込み方法】電話またはホームページのイベント参加フォーム
（しまね電子申請）からお申し込みください。
【お申し込み先】TEL.0853-53-8600 https://www.izm.ed.jp

●山陰道「出雲IC」から国道431号線経由で

約20分●JR出雲市駅から一畑バス「出雲大

社・日御碕」行き乗車（約25分）「正門前」降

車、徒歩約2分●一畑電車「出雲大社前駅」降

車徒歩約7分●出雲空港から空港連絡バス「JR

出雲市駅」行き（約25分）※JR出雲市駅からは一

畑バス、一畑電車をご利用ください

〒699-0701 島根県出雲市大社町杵築東 99-4
TEL.0853-53-8600 https://www.izm.ed.jp出雲大社東隣り

※新型コロナウイルス感染症の状況により日程の変更及び中止になる場合
　がございます。
　最新の情報は当館ホームページにてご確認ください。

わしは豊穣神トヨハナの娘
「サクナヒメ」じゃ！
わしも、米作りについて
解説しておるぞ!!

米づくりが話題のゲーム
「天穂のサクナヒメ」
とコラボ中!!
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　米づくりによる田園風景は、日本列島各地の四季を彩る

景観です。

　米づくりは、今から3000年前から2800年前頃に朝鮮

半島から北部九州に伝わり列島各地に広まりました。

　山陰は、日本列島の中でも早い段階にイネなどの穀物が

伝わっていることが近年の調査によって明らかになってき

ました。日本海を通じた幅広い交流によって稲作文化に関

わる様々な文物がいち早く入ってきたのです。

　やがて、各地との活発な交流を通じて農耕社会を成熟

させた結果、山陰では、特徴ある青銅器文化が開花し、四

隅突出型弥生墳丘墓に代表される王墓が誕生することと

なります。

　本展覧会では、縄文時代から弥生時代にかけて山陰や

周辺地域の人々が残した文物を中心に紐解きながら、米づ

くりを始めた頃の人々の生活や交流の具体像に迫ります。

米作り、
 はじめました。

プロローグ　田園風景の広がり
第1章　縄文と弥生の葛藤～選択の時～
第2章　開拓する弥生人～水田をつくる～
トピック① 農耕の起源を求めて～土器の凹みから農耕の起源を解き明かす～

第3章　東西交流の姿
第4章　山陰の弥生人
トピック②　弥生人の姿～人面表現～

第5章　転換そして成熟する弥生文化～王墓・青銅器の出現と丘陵の環濠～
エピローグ 現代まで続く米づくりの歴史～品種の起源と米づくりの流れ～
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伝甘粛省出土　彩陶双耳壺
東京国立博物館蔵
写真提供：東京国立博物館
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島根県指定文化財
古浦砂丘遺跡出土品 貝輪
松江市蔵　

山口県指定文化財
人面土製品（綾羅木郷台地遺跡）

公益財団法人
山口県ひとづくり財団

山口県埋蔵文化財センター蔵

重要文化財
鳥取県青谷上寺地遺跡出土品
平鋤形木製品　鳥取県蔵
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木製農具未製品（西川津遺跡）
島根県埋蔵文化財調査センター蔵

瓦谷町天棚農耕彫刻　宇都宮市瓦谷町上自治会蔵
写真提供・宇都宮市教育委員会

弥生時代の石器（西川津遺跡）
島根県埋蔵文化財調査センター蔵

弥生土器（西川津・タテチョウ遺跡）
島根県埋蔵文化財調査センター蔵
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